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陶
陽
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

Ⅰ
　
本
論
文
の
構
成

　

陶
陽
子
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「Legal 

Fram
ew

orks Concerning Space Resource U
tilization in a 

D
ynam

ic E
ra: E

m
erging M

echanism
s and G

lobal 
Im

plications

」（「
変
革
期
の
宇
宙
資
源
の
利
用
に
関
す
る
法
的
枠

組
み
―
―
新
た
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
国
際
的
な
意
義
」）
の
構
成

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
本
論
文
は
英
語
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

日
本
語
タ
イ
ト
ル
は
陶
君
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以
下
に
記

す
論
文
構
成
は
本
論
文
の
審
査
員
に
よ
る
和
訳
で
あ
る
。）

は
じ
め
に

第
1
章　

宇
宙
資
源
探
査
・
利
用
の
背
景

第
1
節　
「
宇
宙
空
間
」
の
定
義

第
2
節　
「
宇
宙
資
源
」
の
明
確
化

第
3
節　

鉱
物
資
源
利
用
の
現
状

第
（
節　

宇
宙
資
源
と
し
て
の
宇
宙
ゴ
ミ
の
利
用
可
能
性

第
2
章　

宇
宙
資
源
利
用
に
つ
い
て
の
国
際
法
の
諸
原
則

第
1
節　

概　

説

第
2
節　

原
則
宣
言
の
起
草
過
程
と
法
的
含
意

第
3
節　

宇
宙
資
源
利
用
に
関
係
す
る
取
得
禁
止
原
則

第
（
節　

宇
宙
物
体
に
つ
い
て
の
権
利
義
務

第
5
節　

宇
宙
空
間
自
由
の
原
則

第
（
節　

小　

括

第
3
章　

国
内
法
制
に
み
る
宇
宙
資
源
規
定

第
1
節　

米　

国

第
2
節　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

第
3
節　

日　

本

第
（
節　

そ
の
他
の
国
の
国
内
宇
宙
法
制

第
5
節　

小　

括

第
（
章　

国
際
連
合
で
の
議
論
の
進
展
と
動
向

第
1
節　

は
じ
め
に

第
2
節　

ハ
ー
グ
国
際
宇
宙
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
作
業
部
会
で
の

進
展

第
3
節　

法
律
小
委
員
会
で
の
進
展

第
（
節　

小　

括
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第
5
章　

宇
宙
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ざ
す
可
能
な
解
決
策
と
し

て
の
地
域
協
力
機
構

第
1
節　

は
じ
め
に

第
2
節　

国
際
宇
宙
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
複
雑
な
課
題

第
3
節　

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
解
決
策
と
し
て
の
地
域
協
力
機
構

第
（
節　

地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
宇
宙
協
力
機
構

第
5
節　

小　

括

結　

論

参
考
文
献
一
覧

Ⅱ
　
本
論
文
の
概
要

1　

問
題
の
所
在

　

本
論
文
は
、
宇
宙
資
源
利
用
に
関
す
る
現
行
国
際
法
が
い
か
な
る

も
の
で
あ
る
か
を
探
り
、
現
行
法
が
不
確
定
な
部
分
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
の
平
和
利
用
を

確
保
す
る
形
で
の
宇
宙
資
源
利
用
が
可
能
と
な
る
か
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
国
際
連
合
（
国
連
）
で
こ
れ
ま
で
に
採
択
し
た
五
つ
の

宇
宙
関
係
条
約
の
う
ち
、
主
要
な
宇
宙
活
動
国
す
べ
て
が
当
事
国
と

な
っ
て
い
る
四
条
約
に
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
（
以

下
、
国
連
で
の
用
語
法
に
従
い
、
文
章
の
冗
長
を
避
け
る
た
め
に
、

適
宜
「
宇
宙
資
源
活
動
」
と
い
う
用
語
を
「
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開

発
・
利
用
」
と
同
義
で
用
い
る
。）
に
つ
い
て
の
規
定
は
み
ら
れ
ず
、

宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
の
国
際
法
は
、
大
部
分
が
不
確
定
と
い
え

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
活
動
は
宇
宙
活
動

の
自
由
に
含
ま
れ
る
と
い
う
判
断
の
下
、
国
内
法
を
制
定
し
て
、
資

源
探
査
に
踏
み
出
す
国
も
あ
れ
ば
、
宇
宙
資
源
の
利
用
が
商
業
的
取

引
に
結
び
つ
く
場
合
に
は
、
宇
宙
探
査
・
利
用
の
共
通
利
益
原
則
に

違
反
す
る
た
め
（
後
述
）、
国
連
宇
宙
諸
条
約
の
違
反
と
な
る
と
主

張
す
る
国
も
あ
る
。
ま
た
、
現
行
法
が
不
確
定
な
の
で
、
国
連
そ
の

他
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
の
規
則
・
規
範

を
作
成
し
、
そ
こ
で
定
め
た
手
続
法
上
、
実
体
法
上
の
規
則
に
従
っ

て
活
動
を
行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
国
も
あ
る
。

宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
技
術
が
成
熟
し
、
多
く
の
国
や

非
政
府
団
体
が
宇
宙
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
一
〇
年

代
の
初
期
か
ら
近
い
将
来
の
法
的
課
題
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
二
〇
一
五
年
に
米
国
が
小
惑
星
資
源
・
宇
宙
資
源
の
探
査

お
よ
び
利
用
に
つ
い
て
の
国
内
法
を
制
定
し
た
こ
と
か
ら
一
気
に
注

目
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
国
連
内
外
で
の
議
論
に
つ
な
が
っ
た
。
二

〇
二
四
年
現
在
、
い
ま
だ
、「
宇
宙
資
源
」
の
定
義
に
つ
い
て
も
、

主
要
な
宇
宙
活
動
国
間
で
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
将
来
の

宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
の
議
論
が
収
斂
に
向
か
っ
て
い
る
と
は
必
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ず
し
も
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
陶
陽
子
君
は
、
ま
ず
現

行
国
際
宇
宙
法
を
解
釈
し
、
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
の
現
行
法
上

の
原
則
・
規
則
・
規
範
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
法
が
不
確
定

な
部
分
を
ど
の
よ
う
に
埋
め
る
か
に
つ
い
て
、
国
連
内
外
の
議
論
か

ら
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
提
示
し
た
。
結
論
と
し
て
、
陶

君
は
、
国
連
が
新
た
な
規
範
の
枠
組
を
定
め
、
そ
れ
を
共
通
要
素
と

す
る
国
内
法
を
各
国
が
作
成
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
国
連
で
の
法
規

範
作
成
に
関
与
す
る
地
域
的
な
政
府
間
宇
宙
機
構
が
直
接
に
宇
宙
資

源
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
の
平
和
利
用
原
則
に
合
致

し
た
全
て
の
国
の
利
益
の
た
め
の
宇
宙
資
源
利
用
が
可
能
と
な
る
と

判
断
し
た
。

2　

本
論
文
は
、
序
章
と
結
論
を
含
め
て
全
七
章
の
構
成
で
あ
る
が
、

内
容
と
し
て
は
、
現
行
法
の
分
析
、
国
連
で
の
議
論
の
動
向
、
新
た

な
制
度
提
案
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
第
1
章

（「
宇
宙
資
源
探
査
・
利
用
の
背
景
」）、
第
2
章
（「
宇
宙
資
源
利
用

に
つ
い
て
の
国
際
法
の
諸
原
則
」）、
第
3
章
（
国
内
法
制
に
み
る
宇

宙
資
源
規
定
）
が
該
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開

発
・
利
用
に
つ
い
て
の
現
行
国
際
法
を
解
釈
し
、
各
国
宇
宙
資
源
法

の
内
容
と
そ
の
よ
う
な
国
家
実
行
の
国
際
法
形
成
に
向
け
て
の
意
義

を
確
認
し
て
い
る
。
第
二
部
に
該
当
す
る
第
（
章
は
二
〇
一
七
年
以

降
継
続
す
る
国
連
総
会
の
補
助
機
関
で
あ
る
宇
宙
空
間
平
和
利
用
委

員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
）
法
律
小
委
員
会
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ

法
小
委
」）
で
の
議
論
の
動
向
を
検
討
し
、
今
後
の
方
向
性
を
考
察

す
る
。
第
三
部
に
該
当
す
る
の
が
、
い
ま
だ
実
定
法
上
の
宇
宙
資
源

活
動
の
国
際
的
枠
組
が
存
在
し
な
い
中
で
の
陶
君
の
独
創
性
を
発
揮

し
た
部
分
と
言
え
る
地
域
国
際
宇
宙
機
構
に
よ
る
宇
宙
資
源
活
動
管

理
制
度
の
提
案
で
あ
る
。
以
下
、
各
章
の
内
容
を
要
約
す
る
。

3　

第
1
章
で
は
、
本
論
文
の
検
討
対
象
で
あ
る
「
宇
宙
資
源
」
の

射
程
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、「
宇
宙
空
間
」
と
宇
宙
「
資
源
」
を

定
義
し
ま
た
は
そ
の
範
囲
を
明
確
化
し
よ
う
と
す
る
。「
宇
宙
空
間
」

の
範
囲
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
で
も
半
世
紀
以
上
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
解
決
は
み
ら
れ
な
い
。
陶
君
は
、「
宇
宙

空
間
」
の
範
囲
に
つ
い
て
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
内
外
で
の
主
要
な
学
説

を
紹
介
し
た
後
、
少
な
く
と
も
衛
星
を
安
定
的
に
運
用
し
得
る
高
度

の
地
球
周
回
軌
道
以
遠
で
の
活
動
は
、
宇
宙
活
動
で
あ
る
こ
と
に
疑

義
が
呈
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
本
論
文
が
対
象
と
す
る
「（
宇
宙
）

資
源
」（
後
述
）
の
範
囲
に
は
、
当
該
高
度
よ
り
下
の
活
動
が
含
ま

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
宇
宙
空
間
を
定
義
し
あ
る
い
は
宇
宙
空
間

と
空
域
の
画
定
を
行
う
必
要
は
な
い
と
判
断
す
る
。
宇
宙
「
資
源
」

と
し
て
は
、
電
波
干
渉
な
ど
の
理
由
に
よ
り
限
定
的
な
数
の
衛
星
し
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か
配
置
で
き
な
い
た
め
排
他
的
利
用
権
獲
得
競
争
の
激
し
い
静
止
軌

道
を
は
じ
め
と
す
る
軌
道
や
周
波
数
帯
、
太
陽
か
ら
放
射
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
天
体
の
表
面
や
地
下
に
賦
存
す
る
鉱
物
資
源
、
衛
星
や

軌
道
投
入
段
が
機
能
を
停
止
し
ま
た
は
破
砕
し
て
大
量
の
破
片
と
な

っ
た
宇
宙
ゴ
ミ
（
以
下
「
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
」
ま
た
は
「
デ
ブ
リ
」）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
候
補
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
、

そ
の
う
ち
鉱
物
資
源
（
月
に
存
在
す
る
と
評
価
さ
れ
る
水
の
成
分
を

含
む
）
を
対
象
と
す
る
。
現
在
、
国
際
宇
宙
法
上
、
そ
の
開
発
・
採

取
・
所
有
・
利
用
等
の
合
法
性
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
小
惑
星
や
月

な
ど
の
天
体
に
賦
存
す
る
非
生
物
で
有
限
な
モ
ノ
と
し
て
の
宇
宙
資

源
に
関
し
て
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
無
尽
蔵
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
す
る
宇
宙
太
陽
光
発
電
は
、
技
術
的
に
可
能
に
な
っ
た
場
合
、

地
球
へ
の
安
全
な
伝
送
や
事
故
の
場
合
の
損
害
賠
償
な
ど
は
問
題
と

な
り
え
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
自
体
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
は
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
静
止
軌
道
の
位
置
や
周
波
数
に

つ
い
て
も
、
国
際
電
気
通
信
連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
の
規
則
に
よ
り
分
配

さ
れ
て
お
り
、
補
足
的
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
が
こ
の
問
題
を
議
論
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
上
で
製
造
し
、
宇
宙
に
導
入
さ
れ
た
物
体
の
総
称

で
あ
る
「
宇
宙
物
体
」
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
は
、

膨
大
な
数
の
破
片
と
な
っ
た
後
で
も
、
当
該
物
体
を
登
録
し
た
国
の

管
轄
権
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
デ
ブ
リ
の
再
生
利
用
の
国
際

宇
宙
法
上
の
論
点
は
存
在
す
る
が
、
現
在
の
宇
宙
技
術
で
は
再
生
利

用
は
可
能
で
は
な
い
た
め
、
本
論
文
の
考
察
対
象
と
は
し
な
い
と
し

て
い
る
。
本
論
文
に
お
け
る
宇
宙
資
源
は
、
小
惑
星
や
月
な
ど
に
賦

存
す
る
鉱
物
資
源
で
あ
り
、
そ
の
探
査
・
開
発
・
利
用
、
さ
ら
に
は

宇
宙
資
源
を
用
い
た
製
造
物
に
つ
い
て
の
法
制
度
が
考
察
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
第
1
章
の
残
り
の
部
分
は
、
月
資
源
探
査
・
開
発
・
利

用
に
関
わ
る
実
行
例
が
紹
介
さ
れ
る
。
宇
宙
資
源
の
科
学
目
的
で
の

採
取
の
例
と
し
て
は
、
米
国
の
国
家
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
が

一
九
七
〇
年
代
初
期
と
二
〇
一
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
科
学
目
的
で
月
の

岩
石
や
小
惑
星
ベ
ン
ヌ
の
試
料
を
地
球
に
持
ち
帰
っ
た
例
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
に
署
名
が
開

始
さ
れ
た
米
国
主
導
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画

等
が
紹
介
さ
れ
る
。
月
、
火
星
、
小
惑
星
な
ど
を
探
査
の
対
象
と
す

る
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
主
導
し
、
日
本
の
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、
カ
ナ
ダ
宇
宙
機
関
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）、
欧

州
各
国
の
宇
宙
機
関
な
ど
が
参
加
す
る
多
国
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

り
、
商
業
目
的
も
排
除
せ
ず
、
二
〇
二
〇
年
代
後
半
以
降
の
月
の
資

源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
民
間
企
業
の
試
み

と
し
て
は
、
米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
資
源
開
発
に
適
し
た
小

惑
星
を
探
す
活
動
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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第
2
章
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
を
規
律
し
得
る

現
行
国
際
宇
宙
法
を
検
討
す
る
。
国
際
宇
宙
法
の
中
核
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ

Ｏ
Ｓ
法
小
委
を
経
て
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
国
連
宇
宙
五
条
約
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
重
要
な
宇
宙
条
約
（
一
九
六
七
年
発
効
。

以
下
条
約
に
つ
い
て
は
発
効
年
、
国
連
総
会
決
議
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
非
拘
束
文
書
に
つ
い
て
は
採
択
年
）
で
は
、
特

に
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
（for the benefit and in 

the interest of all countries
）」
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙

空
間
の
探
査
・
利
用
を
行
う
義
務
と
と
も
に
宇
宙
探
査
・
利
用
は

「
す
べ
て
の
国
が
国
際
法
に
従
い
、
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
す
る
条
約
第
一
条
と
、
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間

は
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
国
家
に
よ
る
取
得

（appropriation

）
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
第
二
条
の

関
係
が
問
題
と
な
る
。
起
草
過
程
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
が
、

宇
宙
の
資
源
に
つ
い
て
の
財
産
権
の
主
張
禁
止
も
第
二
条
に
含
め
る

よ
う
提
案
し
た
が
、
そ
の
提
案
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第

二
条
に
よ
り
宇
宙
空
間
の
占
拠
（occupation

）
自
体
が
直
接
に
禁

止
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
占
拠
を
含
む
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て

も
宇
宙
を
取
得
し
領
有
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

宇
宙
空
間
を
公
海
と
同
じ
く
万
民
共
有
物
と
考
え
る
な
ら
ば
、
賦
存

し
て
い
る
状
態
の
鉱
物
資
源
は
い
か
な
る
国
の
所
有
物
で
も
な
い
が
、

無
差
別
の
基
礎
に
基
づ
い
て
採
取
し
利
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
な

い
、
と
い
う
解
釈
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
企

業
の
商
業
目
的
で
の
鉱
物
資
源
採
取
や
宇
宙
空
間
ま
た
は
地
球
上
で

の
宇
宙
資
源
販
売
が
国
際
法
に
従
う
宇
宙
利
用
の
自
由
に
該
当
す
る

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」

宇
宙
活
動
を
行
う
義
務
に
違
反
す
る
と
い
う
主
張
や
、
資
源
採
掘
の

た
め
の
鉱
区
を
一
定
期
間
占
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
権
の
行
使
は

し
な
く
て
も
「
事
実
上
の
」
宇
宙
空
間
の
取
得
と
な
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
し
か
し
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め

に
」
と
い
う
語
句
を
倫
理
的
義
務
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
解
釈
も
有
力

で
あ
り
、
解
釈
の
中
心
と
な
る
宇
宙
条
約
第
一
条
と
第
二
条
か
ら
は

資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
さ
ら
に
は
民
間
企
業
の
商
業
目
的
で
の

開
発
利
用
な
ど
に
対
す
る
合
法
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

宇
宙
条
約
第
一
条
の
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
の
解
釈
に

つ
い
て
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
を
通
じ
て
先
進
宇
宙
活
動

国
と
途
上
国
の
間
で
対
立
が
続
い
た
の
で
、
こ
の
語
句
の
明
確
化
の

試
み
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
国
連
総
会

決
議
「
ス
ペ
ー
ス
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
宣
言
」（
一
九
九
六
年
）
が
採

択
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
宣
言
は
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め

に
」
行
う
宇
宙
活
動
と
は
、
先
進
宇
宙
活
動
国
に
よ
る
自
由
で
自
発

的
な
国
際
協
力
に
よ
り
、
途
上
国
に
活
動
参
加
の
機
会
を
与
え
る
も
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の
と
さ
れ
、
ま
た
、
国
際
協
力
協
定
は
知
的
財
産
権
の
よ
う
な
関
係

国
の
合
法
的
な
権
利
・
利
益
に
完
全
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
先
進
国
側
の
主
張
す
る
活
動
の

自
由
を
強
調
し
た
内
容
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
少
な
く
と
も
宇
宙
資

源
活
動
の
合
法
性
判
断
に
資
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

宇
宙
資
源
活
動
の
合
法
性
は
、
そ
れ
が
宇
宙
の
探
査
・
利
用
の
自
由

の
範
囲
内
の
活
動
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
宇
宙
条
約
の
他
の
条
文
や

宇
宙
救
助
返
還
協
定
（
一
九
六
八
年
）、
宇
宙
損
害
責
任
条
約
（
一

九
七
二
年
）、
宇
宙
物
体
登
録
条
約
（
一
九
七
六
年
）
等
か
ら
探
る

こ
と
に
な
る
が
、
宇
宙
資
源
利
用
規
範
に
つ
い
て
参
照
可
能
な
条
文

は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
宇
宙
活
動
関
係
や
宇
宙
で

の
軍
事
実
験
に
関
す
る
条
約
、
さ
ら
に
は
宇
宙
活
動
に
関
す
る
慣
習

国
際
法
を
探
っ
て
も
確
定
的
な
証
拠
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
前
述

（
Ⅱ
1
問
題
の
所
在
）
の
よ
う
に
国
連
宇
宙
五
条
約
の
中
に
は
、
宇

宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
明
確
に
規
定
す
る
協
定
も
あ
る
。
月
協
定

（
一
九
八
四
年
）（
月
協
定
の
適
用
上
、「
月
」
と
は
太
陽
系
の
地
球

以
外
の
す
べ
て
の
天
体
お
よ
び
そ
れ
ら
天
体
を
周
回
す
る
軌
道
・
飛

行
経
路
を
意
味
す
る
。）
で
は
、
月
と
そ
の
天
然
資
源
は
、「
人
類
の

共
同
の
遺
産
（com

m
on heritage of m

ankind

）」
と
位
置
付
け

ら
れ
、
国
家
も
私
人
も
月
に
賦
存
す
る
天
然
資
源
に
対
す
る
所
有
権

を
も
た
ず
、
天
然
資
源
開
発
が
可
能
に
な
っ
た
と
き
に
設
定
さ
れ
る

国
際
制
度
に
し
た
が
っ
て
、
資
源
開
発
が
な
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
る

（
一
一
条
）。
し
か
し
、
月
協
定
の
当
事
国
は
二
〇
二
四
年
現
在
一
七

ヵ
国
で
あ
り
、
主
要
な
宇
宙
活
動
国
の
す
べ
て
を
含
む
一
一
四
ヵ
国

が
当
事
国
で
あ
る
宇
宙
条
約
に
比
べ
て
そ
の
重
要
性
は
著
し
く
低
い

も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
陶
君
は
、
月
協
定
は
宇
宙
条
約

よ
り
も
優
れ
た
条
約
で
あ
る
と
評
価
す
る
が
、
米
国
、
中
国
、
ロ
シ

ア
を
は
じ
め
と
し
、
欧
州
宇
宙
機
関
（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
の
大
多
数
の
国
、

日
本
、
カ
ナ
ダ
な
ど
と
い
っ
た
主
要
な
宇
宙
活
動
国
が
加
盟
し
て
い

な
い
月
協
定
は
、
現
実
的
に
は
宇
宙
資
源
活
動
の
合
法
性
を
判
断
す

る
参
考
と
は
な
ら
な
い
と
評
価
す
る
。
宇
宙
条
約
第
一
条
に
つ
い
て
、

陶
君
の
取
る
解
釈
は
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
は
厳
格
な

法
的
義
務
で
あ
り
、
先
行
す
る
先
進
国
が
宇
宙
資
源
を
採
取
し
そ
の

他
の
国
に
分
配
し
な
い
こ
と
は
宇
宙
条
約
違
反
で
あ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
国
連
宇
宙
関
係
条
約
で
は
、
そ
の
よ
う
な
違
法

行
為
に
対
す
る
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宇
宙
空
間
で
は
宇
宙

物
体
が
他
の
宇
宙
物
体
に
物
理
的
な
損
害
を
与
え
た
場
合
に
つ
い
て

の
み
損
害
賠
償
の
仕
組
み
が
明
確
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
点
を
指
摘
し
、

現
行
国
際
宇
宙
法
の
解
釈
に
よ
る
だ
け
で
は
、
宇
宙
資
源
探
査
・
開

発
・
利
用
に
つ
い
て
の
法
規
範
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の

合
法
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
評
価
す
る
。
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第
3
章
は
、
宇
宙
資
源
探
査
、
開
発
、
利
用
等
に
つ
い
て
の
国

内
法
の
内
容
を
紹
介
し
、
国
際
法
上
の
合
法
性
を
評
価
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
独
立
し
た
宇
宙
資
源
関
係
の
国
内
法
は
米
国
（
二

〇
一
五
年
）、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
二
〇
一
七
年
）、
日
本
（
二
〇
二

一
年
）
が
制
定
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
背
景
や
内
容
は
異
な
っ
て

い
る
。
米
国
法
は
、
産
業
界
の
要
請
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
。
米
国
の

宇
宙
資
源
探
査
・
利
用
法
は
、
米
国
市
民
（
定
義
あ
り
）
が
、
適
用

さ
れ
る
法
に
従
い
、
小
惑
星
資
源
や
宇
宙
資
源
（
そ
れ
ぞ
れ
用
語
は

定
義
さ
れ
て
お
り
、
月
の
水
資
源
を
含
む
と
明
記
さ
れ
る
。）
を
所

有
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
法
に
は
許
可
・

監
督
手
続
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
宇
宙
資
源
探
査
・
利
用
を
意
図

す
る
米
国
市
民
が
許
可
申
請
す
べ
き
官
庁
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
運

輸
省
の
連
邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）
に
よ
る
、
許
認
可
・
監
督
に
関
す

る
法
は
、
大
統
領
府
か
ら
議
会
へ
の
要
請
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
後

制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
は
、
宇
宙
資
源
は
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
条
）
と
規
定
し
、
そ
の
た
め
の
許
可
と
継

続
的
監
督
の
仕
組
み
を
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二

〇
二
四
年
現
在
、
米
国
法
に
よ
っ
て
私
人
が
宇
宙
資
源
探
査
・
開

発
・
採
取
・
利
用
等
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
法
に
基
づ
く
そ
れ
ら
の
活
動
は
可
能
で
あ
り
、
事
実
、
二
国
の
宇

宙
機
関
間
協
定
等
に
よ
り
、
米
国
企
業
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
法
上
の

許
可
を
獲
得
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
宇

宙
資
源
法
は
宇
宙
活
動
法
（
二
〇
一
六
年
）
の
特
別
法
と
し
て
制
定

さ
れ
た
。
宇
宙
活
動
法
の
適
用
上
「
人
工
衛
星
」
の
定
義
は
天
体
上

で
探
査
や
資
源
採
取
な
ど
を
行
う
機
器
を
含
む
た
め
、
理
論
的
に
は

同
法
の
人
工
衛
星
管
理
許
可
を
取
得
す
れ
ば
、
宇
宙
資
源
活
動
を
行

う
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
宇
宙
資
源
探
査
・
開
発
・
利
用
の
た
め
に

新
た
な
国
内
法
は
不
要
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
国
際
法
に
従
い
宇
宙

資
源
を
占
有
す
る
私
人
が
当
該
資
源
の
所
有
権
を
も
つ
こ
と
を
世
界

に
向
け
て
明
確
化
す
る
た
め
に
宇
宙
資
源
法
を
制
定
し
、
人
工
衛
星

管
理
許
可
に
追
加
す
る
私
人
の
宇
宙
資
源
取
得
に
向
け
た
手
続
規
定

を
整
備
し
た
。
陶
君
は
、
日
本
法
が
国
際
法
遵
守
を
条
件
と
し
て
私

人
に
宇
宙
資
源
の
所
有
を
許
可
し
、
活
動
の
条
件
を
整
備
し
た
点
は

評
価
し
つ
つ
も
、
そ
も
そ
も
、
私
人
の
宇
宙
資
源
所
有
の
合
法
性
に

加
え
て
、
政
府
が
私
人
の
国
際
法
遵
守
を
ど
う
検
証
す
る
の
か
と
い

う
点
、
宇
宙
資
源
の
採
取
が
脆
弱
な
宇
宙
の
環
境
保
護
と
両
立
す
る

の
か
と
い
う
点
な
ど
を
問
題
視
す
る
。
国
内
法
に
従
い
自
由
競
争
に

基
づ
い
て
行
う
宇
宙
資
源
の
開
発
や
所
有
が
、
国
際
法
を
遵
守
し
て

い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
本
章

は
、
宇
宙
資
源
取
得
の
た
め
の
国
内
法
の
制
定
と
そ
の
内
容
自
体
を

国
際
法
違
反
と
ま
で
断
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
国
際
法
自
体
が

不
存
在
ま
た
は
不
確
定
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
国
際
宇
宙
法
を
遵
守
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し
た
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
の
可
能
性
つ
い
て
は
、
懐
疑

的
な
評
価
を
下
す
。

（　

第
（
章
は
、
米
国
法
の
制
定
に
危
機
感
を
示
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ

Ｓ
法
小
委
の
二
〇
一
六
年
会
期
で
翌
年
以
降
に
「
宇
宙
資
源
の
探

査
・
開
発
・
利
用
活
動
に
つ
い
て
の
潜
在
的
な
法
的
モ
デ
ル
の
一
般

的
な
意
見
交
換
」
と
題
し
た
議
題
が
採
択
さ
れ
た
経
緯
に
始
ま
り
、

二
〇
二
三
年
会
期
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
で
の
議
論
を
示
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
は
す
べ
て
の
決
定
事
項
に
加
盟
国
（
二
〇
二
四
年

現
在
一
〇
二
ヵ
国
）
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
す
べ
て
の
加
盟
国
が
合
意
で
き
た
議

題
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
潜
在
的
な
」
法
的
モ
デ
ル
の
「
一
般
的
な
意

見
交
換
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
議
題
の
下
で
加
盟
国
は
ど
こ

ま
で
の
議
論
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
曖
昧
さ
を
残
す
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
将
来
の
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
二
〇
二
一
年
に
宇
宙
資
源
作
業
部

会
が
こ
の
議
題
の
下
で
設
置
さ
れ
、
現
在
、
宇
宙
資
源
の
定
義
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
の
有
無
、
国
際
機
構
設
置
の
必
要
性
の
有
無
、

宇
宙
条
約
の
規
定
す
る
宇
宙
空
間
取
得
の
禁
止
の
意
味
、「
す
べ
て

の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
行
う
活
動
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
、

宇
宙
探
査
・
利
用
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る
全
人
類
の
活
動
分
野

（province of m
ankind

）（
宇
宙
条
約
第
一
条
）
の
具
体
的
意
味

な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
続
い
て
い
る
。
特
に
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、

月
協
定
（
第
一
一
条
）
や
国
連
海
洋
法
条
約
第
一
一
部
で
の
天
然
資

源
の
地
位
で
あ
る
「
人
類
の
共
同
の
財
産
」（com

m
on heritage 

of m
ankind

）（
国
連
海
洋
法
条
約
の
公
定
訳
で
はheritage

は

「
財
産
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
に
外
務
省
の
公
定
訳
が
存
在
し
な
い
月
協
定
で
は
「
遺
産
」
が

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。）
と
具
体
的
に
は
何
が
異
な
る
の
か
、
と

い
う
点
が
大
き
な
関
心
を
よ
ん
で
い
る
。
先
進
国
は
一
般
的
に
「
全

人
類
の
活
動
分
野
」
と
は
、
領
有
は
で
き
な
い
が
資
源
取
得
も
含
め

て
す
べ
て
の
国
が
平
等
に
自
由
な
活
動
を
享
有
で
き
る
分
野
と
解
す

る
が
、
途
上
国
は
活
動
の
自
由
は
存
在
せ
ず
、
国
際
的
な
制
度
に
従

う
活
動
の
み
が
許
容
さ
れ
る
「
人
類
の
共
同
の
遺
産
」
と
ほ
ぼ
同
じ

も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
傾
向
が
あ
る
。
明
確
な
評
価
こ
そ
下
し
て

い
な
い
が
、
随
所
に
み
ら
れ
る
表
現
か
ら
、
陶
君
の
解
釈
は
、
途
上

国
の
主
張
に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
天
体
の
平
和
利
用
義
務
や
宇

宙
空
間
の
環
境
保
護
義
務
な
ど
も
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
規
範
と
し

て
勧
告
さ
れ
る
べ
き
か
の
議
論
が
あ
る
が
、
宇
宙
先
進
国
側
と
途
上

国
側
、
宇
宙
資
源
開
発
の
た
め
の
国
際
機
構
を
設
置
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
ロ
シ
ア
や
中
国
と
自
由
な
企
業
の
活
動
を
重
視
す
る
米
欧
日

等
の
議
論
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
宇
宙
資
源
作
業
部
会
の
作
業
計
画
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で
は
、
仮
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
れ
ば
二
〇
二
七
年
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
ま
た
は
そ
の
一
部
）
を
成

果
と
し
て
国
連
総
会
に
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
の
進
展
に

は
不
透
明
な
部
分
が
残
る
。

　

国
連
で
の
議
論
が
始
ま
る
直
前
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
主
導
に
よ

り
、「
ハ
ー
グ
国
際
宇
宙
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
作
業
部
会
」（
以
下
「
ハ

ー
グ
作
業
部
会
」）
で
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。
ハ
ー
グ
作
業
部
会
は
、

宇
宙
機
関
、
企
業
、
研
究
者
等
非
政
府
団
体
中
心
の
作
業
部
会
で
あ

り
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
将
来
の
宇
宙
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
文
書
が
規

定
す
べ
き
項
目
二
〇
条
を
記
し
た
基
礎
的
文
書
（building 

blocks

）
を
採
択
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の
基
礎
的
文
書
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
に
提
出
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
で
議
論
を
行
う

際
に
参
照
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
ハ
ー
グ
作
業
部
会
の
文
書
の
み
が

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
国
際
宇
宙
法
上
の

論
点
を
ま
と
め
て
い
る
た
め
、
宇
宙
資
源
作
業
部
会
で
も
一
定
程
度

の
影
響
力
を
も
ち
、
適
宜
、
参
照
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
際

宇
宙
法
は
、
宇
宙
物
体
を
登
録
し
た
国
（「
登
録
国
」）
が
宇
宙
空
間

で
当
該
宇
宙
物
体
に
対
し
て
管
轄
権
・
管
理
の
権
限
を
行
使
す
る
と

規
定
す
る
が
、
条
約
の
定
義
に
よ
り
、
宇
宙
物
体
は
地
球
上
で
製
造

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
宇
宙
資
源
と
宇
宙
物
体

を
混
合
さ
せ
て
製
造
し
た
施
設
・
設
備
や
、
宇
宙
資
源
の
み
で
製
造

し
た
設
備
・
施
設
は
、
宇
宙
物
体
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
が
、
果
た

し
て
宇
宙
物
体
と
同
様
に
登
録
国
が
管
轄
権
を
行
使
す
る
と
い
う
仕

組
み
を
維
持
し
得
る
の
か
、
と
い
う
点
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
物
体
も
宇
宙
物
体
に
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見

解
や
、「
宇
宙
資
源
製
造
物
」
と
い
う
類
型
を
作
り
、
そ
れ
を
国
が

所
有
す
る
場
合
は
所
有
に
基
づ
く
管
轄
権
、
私
人
が
所
有
す
る
場
合

に
は
そ
の
国
籍
国
の
管
轄
権
と
す
る
、
な
ど
登
録
以
外
の
根
拠
に
基

づ
く
管
轄
権
行
使
の
新
た
な
制
度
を
作
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。

（　

第
5
章
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
制
度
構
築
に
つ

い
て
の
一
つ
の
解
決
策
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
宇
宙
資
源
を
私

人
や
国
家
が
所
有
す
る
こ
と
自
体
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

事
実
を
も
っ
て
国
連
宇
宙
諸
条
約
の
他
の
条
文
に
抵
触
し
な
い
限
り
、

各
国
が
国
内
法
を
制
定
し
て
自
国
私
人
に
宇
宙
資
源
の
利
用
や
売
買

を
許
可
す
る
こ
と
が
国
際
宇
宙
法
上
合
法
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
国
連
内
外
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
醸
成
さ
れ
て

い
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
の
宇
宙
資
源
作
業
部
会
で
宇
宙
資

源
利
用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す
る
か
否
か
も
含
め
て
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
こ
と
に
決
ま

っ
た
場
合
で
も
、
実
際
に
案
文
を
確
定
す
る
ま
で
に
は
相
当
の
年
月
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が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
現
在
進
展
し
て

い
る
の
が
米
国
を
中
心
と
す
る
ア
ル
テ
ミ
ス
合
意
参
加
国
と
中
国
・

ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
国
際
月
研
究
基
地
（
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
）
計
画
参
加

国
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
月
資
源
の
探
査
と
科
学
的
採
取
段
階
の
活
動
で

あ
る
。
ア
ル
テ
ミ
ス
合
意
文
書
は
公
開
さ
れ
て
お
り
宇
宙
資
源
の
探

査
・
利
用
に
つ
い
て
の
規
定
も
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

詳
細
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
国
と
ロ
シ
ア
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
用

い
て
の
月
研
究
基
地
づ
く
り
を
二
〇
三
五
年
ま
で
に
行
う
こ
と
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
陶
君
は
、
ア
ル
テ
ミ
ス
合
意
参
加
国
と
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｓ

計
画
参
加
国
と
の
間
に
は
地
政
学
的
な
分
断
が
あ
り
、
宇
宙
資
源
利

用
に
つ
い
て
も
将
来
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
内
部
規
則
の
形
成
が
進
み
、

ま
た
、
資
源
採
掘
活
動
の
場
所
が
重
複
す
る
な
ど
し
て
紛
争
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
二
〇
〇
八
年
に
中
国
の
主
導
に
よ
り
設

置
さ
れ
た
包
括
的
な
政
府
間
宇
宙
機
構
で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
宇
宙

協
力
機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
主
導
し
て
宇
宙
資
源
利
用
を
進
め
る

こ
と
が
宇
宙
の
平
和
利
用
に
資
す
る
と
し
て
、
当
初
は
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

が
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
を
集
め
て
活
動
し
、
そ
れ
を
欧
州
そ
の
他
の

地
域
に
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
案
を
提
示
す
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、

当
初
よ
り
ペ
ル
ー
が
正
式
加
盟
し
て
お
り
、
ま
た
、
準
メ
ン
バ
ー
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
と
い
う
形
で
現
在
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
中
東
諸
国
や
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
中
国
の
宇
宙
の
一
帯
一
路
計
画
の
進
展
と
と

も
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
活
動
に
実
質
的
に
参
加
す
る
例
が
増
え
て
い
る
。

陶
君
は
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
を
モ
デ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
現

在
の
地
域
機
構
か
ら
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、

国
際
機
構
が
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用
の
主
軸
と
な
る
こ
と

で
、
現
在
の
宇
宙
資
源
利
用
を
め
ぐ
る
潜
在
的
紛
争
を
回
避
で
き
る

と
判
断
す
る
。
陶
君
は
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
一
元
的
に
宇
宙
資
源
利
用

を
行
う
こ
と
を
期
待
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ア
ル
テ
ミ
ス
対
Ｉ
Ｌ

Ｒ
Ｓ
と
い
う
構
図
の
中
で
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
を
超
え

た
多
く
の
宇
宙
活
動
途
上
国
を
包
含
し
、
よ
り
公
平
な
宇
宙
資
源
利

用
が
進
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

8　

結
論
部
分
で
は
、
国
内
法
に
基
づ
く
個
別
国
家
の
宇
宙
資
源
利

用
は
採
掘
を
行
う
主
体
同
士
の
紛
争
を
招
く
と
い
う
問
題
が
あ
る
の

で
、
将
来
的
に
は
国
内
法
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
が
国

際
協
力
を
促
進
し
、
公
平
で
長
期
的
に
持
続
可
能
な
資
源
利
用
の
た

め
の
国
際
法
形
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
宇
宙

資
源
利
用
の
制
度
構
築
は
、
国
連
、
地
域
機
構
、
個
別
国
家
の
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
宇
宙
の
平
和
利
用
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
り

可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
欠
け
て
い
る
要
素
と
し
て
の
、
地

政
学
的
な
分
断
を
象
徴
し
な
い
地
域
宇
宙
機
構
が
平
和
的
な
宇
宙
資
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源
利
用
の
実
行
を
進
め
、
将
来
の
規
則
形
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
に

期
待
す
る
。

Ⅲ
　
本
論
文
に
対
す
る
評
価

1　

本
論
文
の
最
も
優
れ
て
い
る
点
は
、
宇
宙
資
源
探
査
・
開
発
・

利
用
に
つ
い
て
の
国
際
法
、
国
際
制
度
を
発
展
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
醸
成
し
て
作
り
上
げ
る
拘
束
的

規
則
ま
た
は
非
拘
束
規
範
あ
る
い
は
国
内
法
に
よ
る
一
方
的
な
実
行

の
集
積
と
い
う
二
者
択
一
を
取
る
こ
と
な
く
、
一
定
以
上
の
説
得
力

を
も
っ
て
、
途
上
国
が
圧
倒
的
に
多
い
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
作
成
す
る
規

則
が
国
連
宇
宙
諸
条
約
の
細
則
に
な
れ
ば
、
宇
宙
空
間
の
よ
り
公
平

な
利
用
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
行
う
宇
宙
資
源
利
用

が
可
能
に
な
る
と
判
断
す
る
独
創
性
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
前
述

の
よ
う
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
枠
を
超
え
た
諸
国
が
実
質
的
に
参

加
し
て
い
る
こ
と
、
既
に
共
通
の
宇
宙
戦
略
、
宇
宙
政
策
を
作
り
、

加
盟
国
が
共
同
歩
調
を
取
る
こ
と
か
ら
国
内
法
の
ハ
ー
モ
ニ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
に
も
有
益
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ

Ｓ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
の
地
位
を
得
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
の
宇
宙

法
規
則
・
規
範
作
り
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
逆
に
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
達
成
し
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
内
容
を
即
座
に
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

の
政
策
に
採
用
し
、
そ
れ
を
加
盟
国
に
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
国
際
法
形
成
と
国
際
法
の
実
施
の
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
法

主
体
と
い
え
る
。
現
在
活
動
を
開
始
し
た
ア
ル
テ
ミ
ス
合
意
加
盟
国

対
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｓ
計
画
加
盟
国
と
い
う
構
図
は
、
地
政
学
的
な
分
断
を
直

接
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
鉱
区
の
調
整
や
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム

で
の
合
意
が
困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
成
長
過
程
に
あ

る
地
域
国
際
機
構
を
宇
宙
資
源
利
用
の
規
則
・
規
範
作
り
と
実
施
機

関
と
し
て
想
定
す
る
こ
と
は
卓
抜
し
た
着
想
と
い
え
る
。

2　

本
論
文
の
優
れ
て
い
る
第
二
の
点
は
、
現
在
の
宇
宙
資
源
の
探

査
・
開
発
・
利
用
に
つ
い
て
の
法
解
釈
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

法
の
不
存
在
ま
た
は
不
確
定
な
領
域
に
次
第
に
新
た
な
法
規
範
が
形

成
さ
れ
て
い
く
過
程
と
将
来
の
拘
束
力
あ
る
法
規
則
形
成
へ
の
可
能

性
を
明
晰
に
描
写
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
宇
宙
資
源
活
動
の
法
内
容

が
明
確
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
国
家
の
積
極
的
な
行
為
は
権
利
に
裏

打
ち
さ
れ
な
い
行
為
、
す
な
わ
ち
他
国
が
受
忍
義
務
を
も
た
な
い
行

為
で
あ
り
、
他
国
か
ら
の
反
発
を
受
け
、
行
動
の
修
正
が
余
儀
な
く

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
主
権
平
等
の
諸
国
家
が
合
意
に
よ
り
作
成

す
る
国
際
法
規
則
は
網
羅
的
・
抽
象
的
に
す
べ
て
の
事
象
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
国
際
法
の
特
色
と
し
て
、
各
国
の
権

利
義
務
が
明
確
な
部
分
と
法
の
内
容
が
不
確
定
な
部
分
が
常
に
存
在

し
、
法
の
内
容
が
不
確
定
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
対
立
す
る
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活
動
の
結
果
が
二
国
間
、
ま
た
は
多
国
間
条
約
と
し
て
収
束
し
、
ま

た
は
国
際
司
法
裁
判
所
の
判
決
に
基
づ
い
て
、
各
国
の
権
利
義
務
が

都
度
明
確
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
。
法
が
不
確
定

な
部
分
に
つ
い
て
、
伝
統
的
に
そ
の
活
動
に
つ
い
て
最
も
進
ん
だ
科

学
技
術
基
盤
を
有
す
る
国
が
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
主
権
国

家
の
自
由
な
い
し
裁
量
の
範
囲
で
あ
る
と
し
て
自
国
法
に
基
づ
い
て

活
動
し
、
そ
れ
に
よ
り
自
国
の
権
益
を
お
か
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い

と
危
惧
す
る
国
が
そ
の
よ
う
な
行
為
に
反
発
し
、
確
た
る
権
利
に
基

づ
く
の
で
は
な
く
裁
量
に
よ
る
行
為
に
受
忍
義
務
は
な
い
と
し
て
対

立
を
深
め
、
と
き
に
は
武
力
紛
争
に
発
展
し
た
後
で
妥
協
と
し
て
の

条
約
を
結
び
新
た
な
権
利
義
務
の
境
界
線
を
作
成
す
る
と
い
う
や
り

か
た
を
取
っ
て
き
た
。
宇
宙
資
源
の
開
発
・
利
用
に
つ
い
て
も
そ
れ

を
正
面
か
ら
禁
止
す
る
規
則
が
宇
宙
条
約
に
は
存
在
し
な
い
以
上
、

自
国
法
に
基
づ
い
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
国
が
出
て
く
る
こ
と
は
容

易
に
予
想
の
つ
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
陶
君
は
、
宇
宙
資
源
活
動
許
可

を
付
与
さ
れ
た
私
人
の
み
が
宇
宙
資
源
活
動
を
行
い
、
宇
宙
資
源
を

所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
国
内
法
を
制
定
し
た
米
国
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、
日
本
の
三
ヵ
国
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
背
景
と
規
制
の

方
法
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
の
国
際
宇
宙
法
と
の
関
係
を

綿
密
に
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
分
析
に
は
、
陶
君
が
日
本
語

を
読
む
こ
と
に
不
自
由
が
な
い
点
が
良
く
活
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
米
国
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
比
べ
、
日
本
法
は
、
宇
宙
資
源
活

動
に
つ
い
て
の
国
際
法
が
今
後
発
展
し
て
い
け
ば
そ
れ
に
対
応
し
て

国
家
の
裁
量
の
範
囲
は
狭
く
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
方
式
で
宇
宙
資

源
の
利
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
自

国
の
活
動
の
透
明
化
措
置
や
情
報
提
供
等
に
お
い
て
国
際
宇
宙
法
の

非
拘
束
規
範
の
発
展
を
踏
ま
え
て
い
る
点
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と

す
る
。
そ
し
て
、
現
在
、
宇
宙
資
源
に
つ
い
て
の
国
際
法
が
形
成
さ

れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
将
来
は
日
本
法
に
基
づ
く
可
能
な
宇
宙
資
源
利

用
の
範
囲
は
相
当
狭
く
な
る
と
予
想
す
る
。

　

陶
君
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
の
宇
宙
資
源
探
査
・
開
発
・
利
用
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
議
題
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
宇
宙
資
源
作

業
部
会
が
設
置
さ
れ
て
、
現
行
の
宇
宙
資
源
利
用
に
つ
い
て
の
国
際

宇
宙
法
を
「
発
見
」
し
よ
う
と
す
る
国
際
協
力
の
場
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
、
そ
こ
で
、
宇
宙
の
平
和
利
用
、
宇
宙
環
境
保
護
、
他
国
の
対

応
す
る
利
益
へ
の
妥
当
な
考
慮
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
へ
の
す
べ

て
の
国
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
と
相
互
主
義
に
基
づ
く
査
察
の
権
利
な

ど
を
宇
宙
資
源
利
用
活
動
に
ど
う
適
用
で
き
る
か
が
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
経
緯
を
丁
寧
に
分
析
し
、
既
に
二
〇
二
三
年
時
点
で

は
宇
宙
資
源
活
動
に
つ
い
て
の
国
際
宇
宙
法
が
形
成
途
上
に
あ
り
、

二
〇
一
五
年
時
点
の
よ
う
に
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
活
動
に
つ
い
て

は
、
国
家
が
自
由
に
な
い
し
裁
量
で
一
方
的
に
活
動
に
う
つ
す
こ
と
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が
で
き
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
と
評
価
す
る
。

そ
し
て
、
国
内
法
の
み
に
基
づ
き
宇
宙
資
源
の
採
取
や
売
買
を
行
う

国
や
私
人
が
出
現
す
る
場
合
は
、
制
裁
規
定
は
な
い
と
し
て
も
国
際

宇
宙
法
違
反
を
行
っ
た
と
考
え
得
る
と
し
て
い
る
。
陶
君
の
脱
稿
後
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
法
小
委
の
宇
宙
資
源
作
業
部
会
で
は
、
今
後
の
宇
宙

資
源
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
必
要
性
を
議
論
す
る
立
場
か
ら
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の
第
一
草
案
が
二
〇
二
五
年
の
会
期
で
提
案
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
予
定
通
り
に
二
〇
二
七
年
に
国
連
総
会
決
議
に

な
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
す
ぐ
に
実
際
の
宇
宙
資
源
採
取
が

か
な
う
可
能
性
は
低
い
と
し
て
も
宇
宙
資
源
利
用
の
少
な
く
と
も
非

拘
束
的
な
規
範
は
成
立
し
た
と
い
え
る
。
陶
君
の
見
立
て
が
正
し
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

3　

も
っ
と
も
、
本
論
文
に
は
問
題
点
も
存
在
す
る
。
第
一
に
、
禁

止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
国
家
の
裁
量
の
範
囲
で
あ
る
、
と
い
う
判

断
の
下
、
国
家
が
一
方
的
に
行
う
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発
・
利
用

に
つ
い
て
、
取
得
し
た
資
源
を
他
国
に
配
分
す
る
の
で
な
け
れ
ば
そ

れ
は
国
際
違
法
行
為
と
な
る
と
判
断
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る

が
、
一
九
九
六
年
の
ス
ペ
ー
ス
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
宣
言
に
よ
り
、
宇

宙
か
ら
得
た
成
果
物
を
、
宇
宙
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
国
に
も
直
接

か
つ
公
平
に
分
配
す
る
意
味
で
は
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
一
応
合

意
が
で
き
た
と
考
え
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
陶
君
は
、
現
在
も
途
上

国
が
し
ば
し
ば
主
張
す
る
成
果
の
公
平
な
分
配
と
い
う
意
味
で
の
厳

格
な
法
的
義
務
と
解
し
て
い
る
。
宇
宙
条
約
第
一
条
の
解
釈
を
め
ぐ

る
南
北
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
同
宣
言
の
経
緯
や
内
容

は
綿
密
に
分
析
し
て
い
な
が
ら
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」

の
解
釈
が
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
留
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
、「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
」
と
い
う
文
言
を
公
平
分

配
義
務
と
捉
え
る
の
か
に
つ
い
て
も
う
す
こ
し
具
体
的
か
つ
論
理
的

な
説
明
が
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

第
二
に
、
国
際
機
構
の
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
陶
君
は
、
現
在
、

途
上
国
を
最
も
実
質
的
に
関
与
さ
せ
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
宇
宙
資

源
探
査
・
開
発
・
利
用
の
活
動
主
体
と
な
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
国

の
利
益
の
た
め
に
な
る
規
則
形
成
に
役
立
ち
、
ま
た
、
そ
の
規
則
を

一
元
的
に
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
。
月
協
定
に
お
い
て

宇
宙
資
源
の
開
発
は
将
来
設
立
す
る
国
際
制
度
が
行
う
（
第
一
一

条
）
と
定
め
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
、
深
海
底
の
鉱
物
資
源
開
発
に

お
い
て
、
国
連
海
洋
法
条
約
が
開
発
の
許
可
付
与
機
関
で
あ
り
、
開

発
の
実
施
機
関
も
擁
す
る
国
際
海
底
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
を
新
た
に
設

立
し
た
よ
う
に
、
国
際
機
構
の
役
割
を
重
視
す
る
と
い
う
点
は
理
解

で
き
る
。
し
か
し
、
中
国
が
主
導
し
て
設
立
し
、
中
国
以
外
に
は
主
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要
な
宇
宙
活
動
国
が
加
盟
し
て
い
な
い
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
宇
宙
資
源
利

用
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
が
、
果
た
し
て
陶
君
の
考

え
る
よ
う
に
現
実
的
な
選
択
肢
の
中
で
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め

に
最
も
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
え
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
も

っ
と
も
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
で
も
「G（（

＋China

」
と
い
う
枠
組
の
途

上
国
グ
ル
ー
プ
が
最
大
勢
力
で
あ
り
、
中
国
は
途
上
国
の
盟
主
と
し

て
振
る
舞
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
中
国
は
、
少
な
く
と
も

宇
宙
分
野
に
つ
い
て
は
国
連
で
は
自
国
の
利
益
を
前
面
に
押
し
出
す

政
策
は
取
っ
て
お
ら
ず
失
点
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
陶
君
が
こ
の

よ
う
な
結
論
に
到
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

Ⅳ
　
本
論
文
審
査
の
結
論

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
や
課
題
、
疑
問
点
は
本
論
文
に
残
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
陶
君
の
今
後
の
研
究
の
中
で
応

え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

本
論
文
は
、
宇
宙
資
源
探
査
・
開
発
・
利
用
を
め
ぐ
る
国
際
宇
宙
法

の
法
形
成
の
過
程
を
可
能
な
限
り
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
、
か
つ
、

今
後
の
宇
宙
資
源
活
動
の
発
展
の
た
め
の
実
現
可
能
な
提
案
を
行
っ

て
い
る
点
で
学
界
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

そ
の
意
義
は
大
き
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）（
慶

應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
そ

の
旨
を
こ
こ
に
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
九
月
一
八
日

主
査　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授　

青
木　

節
子

法
学
研
究
科
委
員
・D.C.L.（McGill University

）　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

北
澤　

安
紀

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授　

神
保　
　

謙

博
士（
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
）　　
　
　
　
　


